
金曜日2005年（平成1了年〉5月20日聞薪辺認榊第3脳但…物認司（9）

　
循
環
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
目
指
そ
う
と
、
企
業
経
営
者
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ら
で
つ
く

る
任
意
グ
ル
ー
プ
「
グ
リ
ー
ン
・
エ
ナ
ジ
ー
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
（
番
場
健
司
代
表
、

川
崎
市
多
摩
区
）
が
六
月
、
小
型
燃
料
電
池
を
積
ん
だ
三
輪
自
転
車
で
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

一
周
千
四
百
キ
・
の
旅
に
出
掛
け
る
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
豊
富
な
水
力
、
地
熱
を
利
用
し
た

水
素
燃
料
社
会
を
目
指
し
て
お
り
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
燃
料
電
池
を
使
っ
て
同
国
を
走

る
こ
と
で
、
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
！
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
狙
い
だ
。
　
（
石
本
　
健
二
）

　
燃
料
電
池
は
、
水
素
と
酸

素
を
反
応
さ
せ
て
電
気
を
発

生
さ
せ
る
発
電
機
の
一
種
．

自
動
車
や
家
庭
で
の
実
用
化

へ
向
け
て
大
手
メ
ー
カ
ー
な

ど
が
技
術
開
発
に
し
の
ぎ
を

削
っ
て
い
る
。

　
今
回
利
用
す
る
の
は
、
大

同
メ
タ
ル
．
工
業
（
名
古
屋
市
）

が
研
究
機
関
向
け
な
ど
に
製

造
す
る
小
型
燃
料
電
池
。
縦

・
横
十
七
－
十
八
穆
、
高
さ

十
讐
程
度
で
、
二
個
を
直
列

に
接
続
し
二
十
四
悌
、
二
百

四
．
を
発
電
す
る
。
車
体
は
ド

イ
ツ
製
三
輪
自
転
車
。
前
二

輪
、
後
ろ
一
輪
で
、
長
さ
二

・
二
層
、
幅
一
・
二
層
の
【

人
乗
り
。

　
グ
リ
ー
ン
・
エ
ナ
ジ
ー
・

「
ハ
イ
ド
ロ
パ
フ
ィ
ン
」
の
改
装
を
す
る
コ
ス
モ
ウ

ェ
ー
ブ
の
今
井
社
長
．
手
に
持
っ
て
い
る
の
が
燃
料

電
池

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
は
、
こ

の
車
体
を
、
八
王
子
市
の
改

装
会
社
コ
ス
モ
ウ
ェ
ー
プ

（
今
井
雅
晴
社
長
）
に
運
び
、

燃
料
電
池
と
高
性
能
バ
ッ
テ

環境先進国アイスランド1周

リ
ー
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
を
載
せ
た
燃
料
電
池
三
輪

車
に
改
装
中
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
す
む
海
鳥
パ
フ
ィ
ン
に
ち

な
み
「
ハ
イ
ド
ロ
パ
フ
ィ
ン
」

と
名
付
け
、
車
体
先
端
に
パ

フ
ィ
ン
の
く
ち
ぱ
し
の
デ
ザ

イ
ン
を
取
り
入
れ
た
。

　
燃
料
電
池
車
実
用
化
の
ハ

ー
ド
ル
の
一
つ
は
、
水
素
の

搭
載
方
法
。
今
回
は
、
特
殊

な
合
金
に
水
素
を
蓄
え
る
水

素
吸
蔵
合
金
の
ボ
ン
ベ
（
直

径
約
四
讐
、
長
さ
約
四
十
弓
）

四
本
を
座
席
下
に
搭
載
す

る
。
四
本
で
約
八
時
聞
走
行

で
き
る
見
通
し
だ
。

　
今
井
社
長
に
と
っ
て
も
燃

料
電
池
を
扱
う
の
は
初
め

て
。
水
素
を
取
り
出
す
際
に

起
き
る
ボ
ン
ベ
の
温
度
低

下
、
発
電
に
必
要
な
空
気
を

十
分
に
取
り
入
れ
る
工
夫
な

ど
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い

る
。
　
番
場
さ
ん
は
環
境
関
連
商

品
な
ど
を
輸
入
販
売
す
る
テ

ラ
リ
ウ
ム
社
社
長
。
こ
れ
ま

で
に
、
米
国
で
ソ
ー
ラ
ー
飛

行
機
開
発
に
携
わ
っ
た
り
、

冒
険
家
大
場
満
郎
さ
ん
の
率

い
た
「
北
極
圏
を
目
指
す
冒

険
ウ
ォ
ー
ク
2
0
0
0
」
に

参
加
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

　
「
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
η
％
を
水
力
や
地

熱
発
電
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
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∈
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♂
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「
人
任
せ
や
言
い
っ
放

し
で
な
く
、
わ
れ
わ
れ
が

　
ま
ち
づ
く
り
の
一
端
を
担

　
い
、
改
革
を
提
言
し
て
い

…
…

　
く
」
。
そ
う
語
る
の
は
、

　
今
年
一
月
に
横
浜
青
年
会

　
議
所
（
J
C
）
理
事
長
に

学
就
任
し
た
黒
川
勝
氏

　
所
信
表
明
で
は
、
複
雑

化
す
る
社
会
で
、
難
し
い

選
択
を
迫
ら
れ
た
時
に
は

「
し
あ
わ
せ
」
と
い
う
物

差
し
を
使
お
う
と
呼
び
掛

け
た
。
見
識
あ
る
選
択
が

自
然
に
で
き
る
集
団
に
な

営
利
組
織
）
や
学
校
と
協

力
し
、
災
害
時
に
対
す
る

危
機
管
理
を
学
ぶ
機
会
を

設
け
る
。

　
会
員
向
け
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

は
講
演
会
や
、
自
己
表
現

ま
ち
づ
く
り
の
一
端
担
う

㎜
爆
’
ー
ー
’
ー
ー
雛
拷
鉾
ー
爆
経
僅
建
ー
…
ー
ー
ー
」

ギ
ー
で
賄
っ
て
い
る
。
燃
料

電
池
の
技
術
は
ま
だ
不
安
定

な
も
の
だ
が
、
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
の
ツ
ア
ー
を
通
じ
て
燃
料

電
池
と
は
何
か
、
水
素
と
は

何
か
を
発
信
し
た
い
」
と
話

す
，
K
D
D
I
が
通
信
機
、

松
下
電
器
産
業
が
パ
ソ
コ
ン

を
提
供
す
る
な
ど
企
業
協
賛

も
あ
る
が
、
総
費
用
約
二
千

万
円
は
メ
ン
バ
ー
の
自
腹

だ
。　
六
月
四
日
に
日
本
を
出

発
。
十
『
日
に
首
都
レ
イ
キ

ャ
ビ
ク
を
ス
タ
ー
ト
し
、
番

場
さ
ん
ら
三
人
が
交
代
で
ド

ラ
イ
パ
ー
を
務
め
、
十
五
日

間
か
け
て
千
四
百
キ
。
を
走
り

レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
に
戻
る
。
こ

の
間
、
横
浜
市
立
太
田
小
学

校
と
衛
星
回
線
で
結
び
、
同

校
放
課
後
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
の

児
童
か
ら
燃
料
電
池
に
つ
い

て
の
質
間
を
受
け
る
な
ど
、

子
供
た
ち
に
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

比
較
的
多
い
地
域
。
そ
れ

だ
け
に
「
な
ぜ
桜
ケ
丘
に

支
店
が
な
い
の
か
」
と
い

う
声
も
あ
っ
た
。
そ
し
て

物
件
探
し
。
銀
行
の
場
合
、

お
客
さ
ま
の
利
便
性
を
考

え
て
、
駅
前
の
立
地
が
ベ

ス
ト
。
人
気
の
高
い
地
域

で
は
物
件
探
し
も
ひ
と
苦

労
だ
。
こ
こ
ま
で
は
、
本

わ
ば
「
広
報
活
動
」
だ
っ

た
。　
一
人
で
も
多
く
の
方
に

桜
ケ
丘
支
店
開
設
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
営
業

地
区
で
チ
ラ
シ
を
ポ
ス
ト

に
投
か
ん
し
た
り
、
出
勤

途
中
の
方
に
チ
ラ
シ
を
配

っ
た
り
す
る
た
め
、
早
朝

か
ら
駅
前
に
立
つ
こ
と
も

　
支
店
開
設
か
ら
一
年
あ

ま
り
。
多
く
の
資
産
を
預

け
て
い
た
だ
き
、
貸
金
庫

は
「
満
室
」
状
態
に
な
る

な
ど
、
順
調
な
立
ち
上
が

り
が
で
き
た
。
ロ
ビ
ー
に

は
季
節
感
を
持
た
せ
る
た

め
に
さ
ま
ざ
ま
な
花
を
生

け
る
な
ど
、
店
内
の
装
飾

に
は
常
に
気
を
配
っ
て
い

る
。U
第
1
、
第
3
金
曜
日
掲

載

れ
ば
、
信
頼
さ
れ
る
強
い

組
織
に
な
れ
る
、
と
。

　
会
員
約
四
百
人
を
率
い

る
助
走
期
間
か
ら
、
一
丸

で
理
念
を
具
体
化
す
る
本

格
的
な
活
動
時
期
に
差
し

掛
か
っ
た
。
子
育
て
支
援

桜
ケ
丘
田
所
久
美
恵

　
「
桜
ケ
丘
支
店
開
設
準

備
委
員
を
命
ず
る
」
1
。

二
〇
〇
三
年
十
月
、
私
を

含
む
行
員
三
人
が
桜
ケ
丘

支
店
（
大
和
市
）
の
開
設

メ
ン
バ
ー
に
任
命
さ
れ

た
。
三
人
と
も
支
店
開
設

の
経
験
は
ま
っ
た
く
な

　　　　横浜銀行から

く
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
だ
っ
た
。

　
新
し
い
店
舗
が
開
店
す

る
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
準

備
が
あ
る
の
か
、
紹
介
し

た
い
。
ま
ず
は
お
店
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
決
め
る
。
桜

ゼ
ロ
か
ら
の
支
店
開
設

ケ
丘
支
店
は
い
わ
ゆ
る

「
ミ
ニ
店
舗
」
と
呼
ぱ
れ

る
個
人
取
引
に
特
化
し
た

店
舗
。
お
客
さ
ま
に
よ
り

近
い
と
こ
ろ
で
サ
ー
ビ
ス

が
で
き
る
よ
う
に
、
店
頭

営
業
に
特
化
し
た
店
舗

だ
。　
次
に
出
店
地
域
を
絞

る
。
支
店
が
あ
る
大
和
市

は
、
横
浜
銀
行
フ
ァ
ン
が

部
の
専
門
部
署
の
仕
事
。

私
た
ち
の
出
番
は
こ
れ
か

ら
だ
．

　
最
も
重
要
な
課
題
は
、

と
に
か
く
オ
ー
プ
ン
ま
で

に
、
新
し
い
店
舗
が
で
き

る
こ
と
を
地
域
の
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
。

新
規
口
座
開
設
、
貸
金
庫

の
利
用
な
ど
、
提
供
す
る

商
品
の
案
内
を
す
る
、
い

あ
っ
た
。
そ
し
て
あ
わ
た

だ
し
く
ニ
カ
月
が
過
ぎ
、

「
開
店
日
」
を
迎
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。
前
日
ま
で

「
お
客
さ
ま
が
少
な
か
っ

た
ら
…
」
と
い
う
不
安
も

あ
っ
た
が
、
開
店
当
日
の

朝
九
時
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

上
げ
る
と
す
で
に
多
く
の

お
客
さ
ま
が
待
っ
て
い

た
。

田
所
久
美
恵
（
た

ど
こ
ろ
・
く
み
え
）
1

9
8
1
年
入
行
。
三
ッ

境
支
店
、
茅
ケ
崎
支
店

な
ど
を
経
て
2
0
0
3

年
皿
月
か
ら
現
職
。

力
を
磨
く
実
践
な
ど
を
企

画
。
「
ど
こ
へ
行
っ
て
も

誰
と
会
っ
て
も
自
分
の
意

見
を
主
張
し
、
相
手
を
説

得
で
き
る
力
強
い
リ
ー
ダ

ー
を
育
て
た
い
」
と
意
気

込
む
。

を
し
な
が
ら
、
今
後
は
J

C
版
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
作

成
。
経
済
や
文
化
面
な
ど

で
地
域
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
る
ア
イ
デ
ア
を
横
浜
市

に
ぶ
つ
け
て
い
く
考
え

だ
。　
六
月
一
、
二
日
に
は
最

大
級
の
事
業
と
な
る
横
浜

開
港
祭
が
開
か
れ
る
。
「
三

千
人
で
三
分
間
、
縄
跳
び

を
す
る
ギ
ネ
ス
記
録
に
挑

戦
す
る
。
一
緒
に
世
界
記

録
保
持
者
と
し
て
達
成
感

を
味
わ
い
た
い
で
す
ね
」

と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
　
　
（
牧
野
昌
智
）

知
恵
寄
せ
課
題
解
決
を

異
業
種
交
流
サ
ロ
ン
発
足

　
横
浜
市
中
区
と
西
区
の
企

業
約
百
社
で
つ
く
る
「
み
な

と
工
業
会
」
（
井
上
輕
基
会

長
）
は
六
月
か
ら
、
新
事
業
と

し
て
異
業
種
交
流
サ
ロ
ン
と

無
料
相
談
を
ス
タ
ー
ト
す

る
。　
異
業
種
交
流
サ
ロ
ン
は
、

毎
月
第
三
水
曜
日
に
開
催
す

る
方
針
。
会
員
企
業
が
抱
え

る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い

て
、
他
社
の
知
恵
を
借
り
な

が
ら
解
決
し
て
ゆ
く
。
「
例
え

ば
、
地
盤
を
掘
削
し
光
フ
ァ

イ
バ
ー
を
敷
設
し
よ
う
と
す

る
企
業
が
、
別
の
企
業
の
水

漏
れ
対
策
技
術
や
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
の
知
識
な
ど
を
借
り

創
業
2
5
周
年

㎜
人
が
祝
う

　
　
　
　
フ
ァ
ン
ケ
ル
が

　
　
　
　
「
感
謝
の
集
い
」

　
フ
ァ
ン
ケ
ル
（
横
浜
市
中

区
山
下
町
、
藤
原
謙
次
社
長
）

の
創
業
二
十
五
周
年
記
念

「
感
謝
の
集
い
」
が
十
九
日
、

東
京
都
港
区
芝
公
園
の
東
京

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
タ

ワ
ー
で
開
か
れ
、
昼
、
夜
の

部
合
わ
せ
て
約
四
千
人
の
来

て
課
題
を
解
決
で
き
る
仕
組

み
に
し
た
い
」
と
同
工
業
会
。

　
こ
れ
ま
で
、
同
工
業
会
と

は
別
組
織
の
横
浜
み
な
と
異

業
種
交
流
会
が
新
製
品
開
発

を
中
心
に
活
動
し
て
き
た
も

の
、
開
発
製
品
の
絞
り
込
み

や
、
各
社
の
費
用
負
担
の
問

題
な
ど
で
ま
と
ま
り
に
く
い

側
面
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
た
め
、
同
交
流
会
を

発
展
解
消
し
て
、
新
た
に
工

業
会
内
部
に
異
業
種
交
流
サ

ロ
ン
を
発
足
。
各
企
業
が
抱

え
る
具
体
的
な
課
題
に
つ
い

て
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
出
し
合

え
る
サ
ロ
ン
に
衣
替
え
し
て

ゆ
く
。

場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
同
社
は
一
九
八
○
年
に
創

業
し
、
八
八
年
に
店
頭
登
録
、

九
九
年
に
は
東
．
証
一
部
に
上

場
。
二
〇
〇
五
年
三
月
期
の

連
結
業
績
は
売
上
高
八
百
七

十
九
億
円
、
当
期
利
益
十
七

億
円
に
上
っ
て
い
る
。

　
会
場
に
は
化
粧
品
や
健
康

食
品
の
実
演
、
販
売
、
相
談

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら

れ
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
・
二
宮
清
純
さ
ん
ら
の

記
念
公
演
も
行
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
細
川
護
螺
元

　
　
　
　
　
首
相
や
プ
ロ
野

　
　
　
　
　
球
巨
人
前
監
督

　
　
　
　
　
の
原
辰
徳
さ

　
　
　
　
　
ん
、
タ
レ
ン
ト

　
　
　
　
　
の
林
マ
ヤ
さ
ん

　
　
　
　
　
を
迎
え
た
ト
ー

　
　
　
　
　
ク
ラ
イ
プ
ロ
写

　
　
　
　
　
真
H
で
は
、
創

　
　
　
　
業
者
の
池
森
賢

　
　
　
　
　
二
会
長
が
感
謝

　
　
　
　
　
の
言
葉
を
述
べ

　
　
　
　
　
た
。

　
　
　
　
　
（
斉
藤
大
起
）

6　月　から

みなと工業会

口尻γけ璽興

　
無
料
相
談
は
、
同
工
業
会

賛
助
会
員
の
弁
護
士
、
税
理

士
、
弁
理
士
、
行
政
書
士
、
司

法
書
士
、
社
会
保
険
労
務
士

な
ど
の
専
門
家
に
協
力
し
て

も
ら
い
、
会
員
企
業
が
こ
れ

ら
専
門
家
に
気
軽
に
相
談
で

き
る
仕
組
み
を
つ
く
る
。
会

員
企
業
が
専
門
家
に
直
接
、

ま
た
は
工
業
会
事
務
局
を
通

じ
て
、
メ
ー
ル
や
電
話
で
相

談
で
き
る
よ
う
に
す
る
．

　
同
工
業
会
は
こ
れ
ら
会
員

に
役
立
つ
仕
組
み
づ
く
り
を

通
じ
て
、
工
業
会
と
し
て
の

存
在
意
義
を
高
め
て
ゆ
く
考

え
だ
。
同
工
業
会
は
盆
0
4

5
（
6
5
1
）
7
4
6
2
。

　
　
　
　
　
（
石
本
健
二
）

9溢今＿葦宗あ19ルス亭ロ糾γスロ弱皇LIぼ毛ト臼生量7沽〆ハ1但　’皆土、ソヱ亀笛7罰

はずれ止めの劣化などによる落下
事故が報告され、それらに対しメ
ーカーは既に対応製品を供給して
いるが、当組合として公共建物な
どの一層の安全を確保するべく、
メーカーに研究開発を依頼し、横
浜独自の「落下防止対応型サッシ」
渉ワ∩nワ　ビ豆諾1五、控主n埋田才ス

防犯や安全性重視
横浜市金属建具工事協同組合

　　　　サッシ業界は
　　　　「快適な住空間
　　　　と都市環境づく
　　　　い　r序7rマ＿→げ


